






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































み じ た く
仕度しながら）おお、皆集ったか、お前達には気の毒ながら、
内田平八郎一味と、今宵只今果たし合いをする。勝敗は時の運とは申せ、
相手は多
た ぜ い
勢、味方は小
こ ぜ い
勢、とうてい勝ち目はないと思う。なまじ、忠義
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立てをして二つとない命を失うより、今のうちに、裏木戸から退散した
ほうがよい。けっして遠慮はいらぬぞ。
彦兵衛　　めっそうな、御主人様が斬り死になされるなら、わしとても！
添島　　もとより、それがしも同じ覚悟だ。
青木　　そうだ。
仲間小者等　　（同じように賛成の叫びをあげる。）
伝五郎　　皆々の志、ありがたく思うぞ。なら、早う身仕度をととのえて
参れ！
一同　　はっ！
　（どやどやと去る後に、彦兵衛老人だけ残る。）
伝五郎　　ご老人、おぬしは？
彦兵衛　　死ぬに仕
し た く
度はいりませぬ。
母　　おお、たのもしい、その言葉……。彦兵衛や！
彦兵衛　　はい、奥様。
母　　おぬしはよく、半
はんきゅう
弓の稽古をしておったが、わたしは常々申したで
しょう、遊興と心得ず、大事の場合に役立つよう、よくよく工夫して射
よ、とね。今こそ、その時が参りました。わたしも助勢いたしますゆえ、
共々、敵に当りましょう。
彦兵衛　　はい、奥様、物見の窓から。
母　　おお、そうじゃ。
　（母も彦兵衛も襷
たすき
をかけ、裾をからげる。伝五郎は充分に身仕度を終って、
両刀を腰に、長
な げ し
押の十文字槍を取って鞘
さや
を払い、りゅうりゅうと素振り
をくれる。母も彦兵衛も思わず見惚れる。門前の方、いよいよ騒がしく、
舞台は回る。）
　　第四場　同じく米倉家の門前
　（舞台中央より、やや上
か み て
手寄りに冠
かぶきもん
木門。更に上手に物見台が土塀の上
霜田史光研究落穂拾い（その２）
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へ突き出ている。下手寄り一体は土塀、背景には樹木と屋根。十五日の満
月が中天にかかる。
　幕開くと、内田平太郎を初め、叔父の作十郎、朋友の林田、井上、山並
その他、一族郎党、朋友、小者なぞ多数、槍刀の抜き身を月光に燦
きら
めかし
つつ、門扉の開くのを待っている態
てい
。）
林田　　だいぶ、手間取るようだな。
井上　　屋敷内の、慌
あわ
てふためく様を見てやりたい。
平太郎　　叔父上、やはり、いきなり踏み込んだ方がよかったように思い
ますが……。
作十郎　　ばかな、天下の旗本が押し込み夜盗のような真似ができると思
うか！
平太郎　　しかし、こうしている間に逃げ出されては水の泡です。
作十郎　　その点は心配ない。この屋敷の周
ま わ り
囲は蟻の這い出る隙
すき
もないほ
どに、味方の人数で取り囲んでいる。誰か、裏口へ行って、様子を見て
来い！
小者　　はっ！（駆け去る。）
林田　　柔弱者の伝五郎のことだ。果し状を見て、腰でも抜かしおるので
はないか。
井上　　あははは……。少しは手応えなくては、せっかく皆して押し出し
た甲斐がない。
山並　　そう、たかをくくるわけにも行くまいぞ。窮
きゅうそ
鼠かえって猫を噛
か
む
道理もある。いずれにしても油断は大敵だ。
小者　　（駆け戻って）裏口から逃れ出ましたのは女中が五人、仲
ちゅうげん
間が二
人だけだそうにございます。
作十郎　　そんな者どもは、どしどし逃がしてやるがいい。
　（林田と井上、門扉に近づいて、破れるように叩く。）
井上　　出ろっ、米倉伝五郎っ！
林田　　臆病風に吹かれたかっ！
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平太郎　　叔父上、ぐずぐずしていては、時が遅れます。さ、いっせいに
踏み込みましょう。
作十郎　　よしっ、それでは……。
　（この時、物見台の窓に、彦兵衛の半身現われ、矢つぎ早に半弓を射か
ける。傷つく者多数。一団、崩れかかる。）
平太郎　　やりおったな、それっ、踏み破れっ！
　（十数人、門扉に取りついて、えいやえいやと押す。平太郎、作十郎など、
土塀に沿うて矢を避けながら、槍をしごいて待つ。やがて、門扉は内よ
りどっと左右に開かれ、慌
あわ
てよろめく敵方を尻目にかけ、左右に十二人
の家来を従え、米倉伝五郎勇気颯
さっそう
爽として、槍を小脇に現われる。）
伝五郎　　参れっ、平太郎っ！　望みに任せて首を洗って来た。取れるも
のなら取ってみよ。今こそ柔弱者の戯
ざ
れ口を、そっくりおぬしに返上す
るぞ。宝蔵院流手
しゅれん
練の槍先、味よい所を来て、しゃぶれっ！
平太郎　　ほざいたな伝五、我に槍をつけるとは殊勝な振る舞い。年来の
交友も今日限り、武道の意地に一命を申し受ける。
伝五郎　　何をっ！
平太郎　　それっ！
　（乱闘又乱闘。伝五郎の勢い猛に、内田方、次第に手負い死人増す。か
わるに彦兵衛が必死の半弓、内田方の戦闘力をそぐこと夥
おびただ
しい。平太郎
を初め内田方の主なる面々、思い設けぬ伝五郎の働きに、或は驚き或は
怖れ、今はただ多勢を恃
たの
みに、散っては寄せ、崩れては集まりつつ、次
第に疲労を待つ戦法。米倉方は大方は倒れて、伝五郎ここを必死と孤軍
奮闘する。いつの間に来たか、お紋、土塀に身を引っ付けて、恐怖の表
情にて乱闘を眺めている。伝五郎、群がる敵を追い散らして、ほっと一
息。そこへ平太郎、大刀を構えて立ち向う。）
平太郎　　伝五郎、おぬしが柔弱者でない証拠をしかと見届けた。さらば、
この世に思い残すこともあるまい。
　（平太郎の左右に林田、井上、背後に叔父の作十郎が控えている。）
霜田史光研究落穂拾い（その２）
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伝五郎　　よし平太郎、おぬしと我と、酒汲
く
み交したこの手に、互に槍と
刀を取って立ち向おうとは……。
平太郎　　因縁だっ、伝五郎覚悟っ！（刀槍觸れて、両人の身は軽
けいしょう
捷に動
く。伝五郎は次第に疲労を増す様子。返り血を浴びて、伝五郎の白面も
今は鬼のよう。刃は月に燦
きら
めき、両人の矢声は、あたりの戦闘を静める
ほどだ。皆々この二人を取り巻いて、血戦を看視する。その間、お紋は
幾度となく飛び出そうとし、仲裁に入ろうと心は焦
あせ
る様子だが、余りの
恐ろしさに、その身は如
ど う
何とも土塀から離れない。）
お紋　　ああ……ああ……ああ……。
　（物見台からの矢種は盡
つ
きたらしい、と見る一矢、作十郎の肩に刺さる。）
作十郎　　あっ……おのれっ！
　（手
しゅりけん
裏剣を投げると、物見台に「あっ」と悲鳴が起こる。一方、平太郎
と伝五郎は必死の争い十数合の後、伝五郎、死骸に躓
つまづ
いて倒れるところ
を、得たりと平太郎が踏み込み、打ち下ろす。その刃の下を、危
あやう
く掻
か
い
潜
くぐ
った伝五郎が、片膝づきに抜き打ちの一刀、平太郎の胴を払って倒す。）
伝五郎　　（再び槍を取って）さあ来いっ、何
ど い つ
奴も此
こ い つ
奴も、冥土の道づれ
だっ！
　（伝五郎の威勢に恐れて、作十郎初め、無事な者、手負いの者など、じ
りじりと追われ退く。中には一散に逃げ出す者もある。伝五郎、敵を
悉
ことごと
く追い払って門前に戻り、槍を杖にほっと安堵の一息。極度の疲労
のため昏倒する。始終を見ていたお紋は、この時ようやく我に返って、
伝五郎に駈け寄る。）
お紋　　米倉様！　米倉様！　米倉様！
　（抱き上げても、伝五郎は死人のよう）ああ……もう……（伝五郎を離
れて平太郎に駈け寄る）内田様！　内田様！　内田様！　ああ……お二
人とも……お二人とも……。
　（お紋、よよと泣き伏す。その泣き声の静まった頃、門内より伝五郎の
母と彦兵衛とが現われる。彦兵衛は頭に繃
ほうたい
帯をしている。）
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母　　伝五郎や……伝五郎や……。（駈け寄って身を検
あらた
め）気付けを、気
付けを……。
彦兵衛　　は、はい……。
　（彦兵衛うろたえて門内に走り入り、間もなく柄
ひしゃく
杓に水を汲んで来る。
母は伝五郎の口を割って飲ませる。）
母　　伝五郎や、伝五郎や……。
伝五郎　　うむむ……。
母　　気が付きましたか、伝五郎、母ですよ。
伝五郎　　おお、母上……敵は……敵は……。
母　　お前の武勇に恐れて、皆逃げ去りました。
伝五郎　　水……水が欲しい。
　（彦兵衛がまた、門内から汲んで来るのを、伝五郎奪うようにして飲む。）
伝五郎　　おお、これで漸
ようや
く人
ひとごこち
心地ついた。あれほどの人数に囲まれなが
ら、一命を全うしたのは、ふしぎといえばふしぎ。これ皆、先祖のご加
護と母上のお蔭でございます。
母　　（伝五郎の手足に繃帯を施しながら）何
なん
の、何の、お前一人の手柄
です。
伝五郎　　さてと、かく多数に人を殺
あや
めた上は、我々も安
あんかん
閑としてはおら
れない。今にも役人達が押し寄せ来るであろう。繩
な わ め
目の恥を受けるより
は、母上、一
いったん
旦この場を落ち延びましょう。
母　　はい、お前の行く所まで、白
し ら す
州の砂利の上でも、獄
ごくもん
門台
だい
でも。
伝五郎　　かたじけのうござる。では、彦兵衛も。
彦兵衛　　お供
とも
さして下さいまし。
　（三人が行こうとする時、お紋、半身を起こす。失心したる態
てい
。）
お紋　　（手を見て）あっ……血！……血！（驚いたように立ち上がる。）
伝五郎　　（近寄って）おお、お紋、お紋ではないか。
お紋　　（月を仰
あお
ぎ、怖れて）あれ、お月様も……血だらけ……。
伝五郎　　お紋、お前も一緒に……。
霜田史光研究落穂拾い（その２）
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お紋　　（袖を払って）いや！　いや！　おっ恐
こわ
……お前だね、わたしの
米倉様を……それから内田様を……殺したのは！
母　　伝五郎、その女は乱心しています。さ、役人達の来ぬうちに……。
伝五郎　　はい……。
　（伝五郎、母に促されて、お紋に心を残しながら、上
か み て
手に入る。お紋、
月を仰ぎながら、ふらふらと歩き出す。）
お紋　　（歌うように）お月様ぁ真
ま っ か
赤……斬られて真赤……おっほほほほ
ほ……この世のものは、みんな死んでしまったの。
　　お月様ぁ真
ま っ か
赤
　　斬られて真
ま っ か
赤
　　　幕　　　　　　　
［本文校訂上の方針］
１．旧漢字は新漢字に、また、旧仮名遣いは新仮名遣いに改めた。
２．文中、明らかに誤記と判断できるものについては、正式な表記に改めた。
３．読者の便宜を考慮し、難漢字にはルビを付し、また、平仮名に改めた
　　方が妥当と判断される漢字は平仮名に改めた。
　この作品には、何か種本があるのではなかろうか。それがわたくしの直
感であった。史光の作品には、童話にしても何か種本があるのは通例なの
で、まず、このことを考えた。そして、高橋圭一教授（大谷女子大学文学
部、日本近世文学）にお尋ねした。高橋教授は近世の実録（注１）について詳
しい方である。この作品「血みどろ月」を読んでもらって判断を仰いだと
ころ、『今古実録　大久保武蔵鐙』という本に入っている「彦左衛門功蹟
之記」の中の「旗本内田米倉争論の事」「米倉内田争闘の事」ではないか
という回答が得られた。
　そして、高橋教授から送られてきた「旗本内田米倉争論の事」「米倉内
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田争闘の事」という記事を読んでみた。それはおおむね、次のような話で
ある。
　江戸城に登城する前、旗本が集まっている中で、内田平太郎と米倉伝五
郎とがいた。内田は四方山の話の折り、「このごろは武術の心がけが疎い
ので、誰も差
さしもの
物（戦場で武士が鎧の背などに差した小旗）には気を留める
者はいないが、差物は上杉家で好んだ四半がいいぞ。」と言う。「なぜなら、
風や雨の時、体を動かすのに障りがなく、また、乱軍の中にあっても進退
が自在であるからだ。」と重ねて言う。すると、中に「いや、差物によっ
て武功を顕
あらわ
すだけではなかろう。それは人々の器量によるのだ。もっとも
関東には甲州の百
む か で
足差物というのがあって、敵も味方もそれで道を開いた
ものだ。」という者がある。内田はそれを聞いて嘲笑い、「なに、百足差物
にせよ、また、大蛇の差物でやって来たにしても、おれはびくともしない。
また、甲州の竹
たけたば
束と名づけた頑丈な楯があるそうだが、それさえ弓矢で射
抜いてみせるわい。」と居丈高に言う。それを遠くで聞いていたのが、米
倉伝五郎。米倉は内田より年下で、しかも、ひ弱な体つきだが、少しも臆
せず、次のように言う。
　「そもそも、竹束は曽祖父米倉丹
た ん ご
後守
のかみ
が信州攻めの時、刈
か り や
屋原
はら
の城主太
田弥助が矢継ぎ早に兵をそろえて、向かってくる兵を弓で射立てたのだが、
丹後守はとっさに竹束を思いつき、これで矢を防いだ。そして、めでたく
刈屋原の城を攻め落としたのだ。それ以来、米倉の竹束といって遠い国々
にまで広まった。だが、それは貴殿や我らが生まれる前の出来事だ。今は
戦もない静かな世の中であるから、そのような空
からばなし
談は無用である。」する
と内田は高笑いをして、次のように言う。「伝五郎よ。人聞きの好いよう
に先祖の自慢か、そんなものは聞きたくない。おまえの先祖米倉丹後守は、
武田家の甘利備前の卑官から成り上がった者ではないか。そのころ、甲州
の卑官の小身者は、莚を織り、草鞋を作っていた。おまえの先祖の丹後は、
そうした作業の中で竹束を思い付いたのだ。だが、今の合戦では、竹束の
ようなものにやられるものはないぞ。」
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　聞いていた伝五郎は、少しも憤らず、むしろ顔を和らげ、言葉を正して
言った、「そもそも、武器の是非について議論するのは無益なことだ。ただ、
先祖の始めた竹束のことで言っておきたい。先に述べた信州の刈屋原の城
攻めのことだが、信玄公は一手に攻めよと仰せられ、諸子は向かって行っ
たが、太田の精兵に射立てられた。その時、米倉丹後は城の近くの農家の
藪に目を付け、竹を多く切り出した。そして、その竹を士卒の面に押し立
たせ、城に近づいた。太田の城からはたくさんの矢が飛んできたが、矢は
竹束を通らない。こうしているうちに、甘利の軍勢は城に近づき、ついに
攻め落とした。信玄公は大いに喜び、刈屋原の落城はひとえに米倉の竹束
の功であると仰せられ、褒美を下賜された。貴殿は甘利の卑官と辱められ
るが、そもそも、代
だい
が変わり、時が移るに従い、出生の高卑は関係がなく
なるのが世の常である。歴々の大人物に、その元をたどれば、卑賤の家か
ら出た例もある。ところで、貴殿の内田家に米倉丹後ほど、武名高い人が
いるのだろうか。」
　このように迫られて平太郎は、「おまえのは法談坊主の弁舌だ。」とのの
しり、あげくのはては、「口先でなく、立ち合いの勝負をせよ。」と言う。
　そして、ある夜、内田は百八十人もの士を率いて、米倉の屋敷へ押し掛
ける。もの笑いにされた腹いせである。
　米倉の家には、六十を過ぎた老母と伝五郎の弟彦兵衛がいた。母は弓矢
をとって二階から射る。米倉の家には他にわずかの士がいて、果敢に戦っ
た。内田方は三、四十人が死に、米倉方は六人が死んだ。内田の士たちは、
負けを知って退散した。平太郎は息絶え絶え、加担した仲間の士に助けら
れ、ほうほうの体
てい
で逃げ帰った。
　内田に加担した士たちは、内談の上、公儀へ訴え裁判となった。しかし、
米倉伝五郎は、紀州侯の屋敷に駆け入った。紀州侯は伝五郎を年来、目に
懸けていたので、領国にかくまった。公儀から再三、お尋ねがあったが、「行
方知れずです」と、すましていた。伝五郎には器量があり、用に立つべき
者と判断されたからであろう。
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　以上が、実録「旗本内田米倉争論の事」「米倉内田争闘の事」の梗概（注２）
である。
　これと史光の戯曲「血みどろ月」とを比べると、次のことがわかる。
　実録では、内田や米倉の関係が「両人相
あいばん
番にて平日心
こころ
易
やす
き者なるが…」
とあり、両者は親しい間柄であったが、特に「義兄弟の約」を結んだりと
いうほどのものではない。しかし、「血みどろ月」ではお紋茶屋に通い、
お紋を間に挟んでの三角関係という設定が取られている。そして、この三
角関係が内田平太郎の大言壮語で崩れていき、内田と米倉の間で争闘が発
生する。特に内田はお紋を伴い京大阪に遁走するということを考えたのだ
が、友人の旗本や叔父の内田作十郎らにそそのかされて、ついに、遁走の
計画を中止し、米倉の屋敷に攻め入ることとなる。
　したがって、史光はこの実録にお紋をめぐる男同士の争闘というドラマ
を盛り込み、互いに心安かった武士同士が家名のために戦い、女との恋情
を反故にしてしまうというストーリーを作ったのである。
　実録には「病は口より入り禍
わざわい
は口より出
いず
ると宜
むべ
なるかな」とあり、内田
平太郎が殿中でつい口を滑らして大言壮語したために起きた事件（不祥事）
として、この話が位置づけられている。また、実録には「三
さんしいちげん
思一言九
きゅうし
思
一
いっこう
行の古語は、人事日要の誡
いまし
めなれども、これを忘るる者多し。」という
文言もあり、やはり、内田平太郎の失言が大きな災いをもたらした出来事
として扱っている。しかし、史光はそうした教訓話を越えて、この素材を
武士の恋愛が関係した争闘の話に作り替えたのである。その作り替えの出
来栄えは、どうであろうか。
　わたくしの見るところ、やや尻切れとんぼの感がする。すなわち、最後
の場面で、お紋の狂うところがあるわけだが、この先のもっと何かがほし
い所である。もしくは、二人の男との間で揺れるお紋の内面の葛藤が、もっ
と詳しく表現されているとよかったのにと思う。さらに、米倉伝五郎とい
う男のふがいなさは、ある程度描かれているが、そのふがいなさが、母や
お家のためという名目や義理だてに由来しているのか定かでない。いずれ
霜田史光研究落穂拾い（その２）
−55−
にしろ、かわいそうなのはお紋である。お紋という女性に、観客の同情の
念が集中するのは明らかであるが、そのお紋が気狂いになって一人悩み続
けるというのでは、女性悲劇であり、その悲劇から脱け出す処方箋は示さ
れていない。そこが、この劇（戯曲）の限界である。単なるお涙ちょうだ
いの戯曲でないだけに、そこが惜しいところである。
　ところで、この作品をもっと史光の個人的な事柄に引きつけて解釈する
と、どうなるであろうか。史光には長兄の昇三がいた。父の兼次郎は妻（名
は、こう）が亡くなったので再婚した。再婚した妻には、連れ子の佐多が
いた。兼次郎はこの佐多と昇三を夫婦にしたかったようである。しかし、
昇三はいやがり、この縁談は成立しなかった。佐多はかわいそうな女であっ
た。また、縁談を強いられた昇三もかわいそうである。こうした悲劇が当
時の農村には少なくなかった。
　戯曲「血みどろ月」のお紋の不幸は、当時、史光が住んでいた農村の女
性の不幸を下敷きにしているようであり、男二人のそれぞれよりも、男二
人の間にはさまって気が狂うお紋に作者の熱い眼は注がれている。
　先祖の名誉のためとか、あるいは、武士としての誇りを傷つけられたと
か、そのようなことで「無意味とも思える争い」をしている男たちを、横
目で見ながら、自分はもっと元気に逞しく生きる、そのような女性像を提
出してほしかったが、そこは作者の枯れすすき的な感傷（大正時代の浪漫
的感傷）に引きずられてしまい、このような作品になってしまった。
　弱い、はかなげな女性像である。特に最後の場面、お月さまを見て、お
紋が「わけのわからない言葉を吐く」、発狂の場面が、いかにも唐突で、
観客はびっくりする。作者の狙い通りだったかもしれないが、もう少し伏
線がほしかった。すなわち、ここに至るまでにお紋の悩み苦しむ一途さが
何度も出ているとよかった。
　他の人物では、伝五郎の不甲斐なさにがっかりする。彼は父が死に、母
との二人暮らしである。しっかり者の母に頭が上がらない、いわゆる「マ
ザコン息子」である。おとなしく、優しい男かもしれないが、慕う女の側
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からすれば、ずいぶん頼りない。こんな男に惚れたお紋の苦労は目に見え
ている。それなら、少し荒っぽいかもしれぬが、豪快で気楽そうな平太郎
と結ばれた方がよかったかもしれない。お紋は悩んだことだろう。しかし、
平太郎は死に、伝五郎が生き残る。だから、お月さまも泣くわけである。
血みどろになったお月さまは、まず、平太郎である。そして、血みどろに
なったお月さまは、平太郎を失い、さらに、伝五郎を見限ったお紋の心で
もある。
　この戯曲では、観客は初め、平太郎の傍若無人ぶりや、粗暴な振る舞い
に反感を抱き、伝五郎の味方となる。しかし、後半は伝五郎とその母、及
びその家来彦兵衛らの振る舞いや言葉にいやらしさを感じ、反感を抱くよ
うになる。観客の心情が、そのように移動することを作者は当然意識して、
この戯曲を作ったのである。
　このような変化を観客は味わうのだから、戯曲としては、なかなか味の
ある作品だということができる。しかし、初めは平太郎よりも伝五郎の方
に引かれていたお紋が、最後の場面でやっと伝五郎の正体を知り、がっく
りする。それならば平太郎の方へ靡こうとしても、かんじんの平太郎は死
んでいる。どちらにも行かれない。まさに、行き場所を失ったお紋の姿が
目に浮かぶ。その、やるせない、生きる希望を失ったお紋の姿が目に浮か
ぶ。それなら、初めから他者に頼らず、自立していれば、問題は生じなかっ
たのだと言えば、それまでであるが、この戯曲は、そのような自立を促す
ものでもない。
　けっきょく、この戯曲は、伝五郎の生き方に見られるように、「先祖の
名誉のため」などという大義名分を振りかざすわりには、眼の前の「哀れ
な女」一人を救うことができない、そのような武家社会モラルの虚妄性（つ
じつま合わせ）を批判していると、言えそうである。そして、この武家社
会モラルの虚妄性は、霜田史光が生きた昭和初年まで続いていたのである。
　戯曲「血みどろ月」の文学史的価値を、わたくしはそのようなものとし
て考えている。
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　ところで、この戯曲に「竹束」という軍陣用の楯が登場する。竹束とい
うものをわたくしは具体的に見ていないが、それは矢玉などを避けるため、
竹を束ねて一抱えほどにしたものだと事典には記してある。些細なことか
もしれないが、この戯曲は米倉伝五郎が先祖（曽祖父）米倉丹後守の竹束
に関する自慢話がキーポイントになっている。霜田史光が何故、このよう
な話に着目したかというと、その一つにはこの竹束に惹かれたからではな
いかとわたくしは判断している。
　その根拠は、大きく二つある。その一は、史光に「夢の国」と題する童
話があるが、その第二章の冒頭に、竹（もしくは竹藪）が出てくる（注３）。（煩
瑣になるので引用はしないが、関心のある方は、その部分を読んでいただ
きたい。）主人公の少女・久子が夢の中で不思議な国に行ってしまうのだが、
彼女が気づいた時、その周りの風景の中に竹林（竹藪）があるという部分
である。
　もう一つの根拠は、埼玉県の郷土史家中村徳吉氏の証言である。中村氏
からわたくしが聞いたことは著書『評伝　霜田史光』の中に記しておいた
が、そのダイジェストを記すと、次のとおりである。
　その頃（＊大正時代の中頃）は（＊沼影や松本新田など）多くの家が竹
を栽培していて、竹林の中に集落があるという風景でした。竹材を出荷し、
それがこの辺の農家の副業でした（注４）。
　このようなことから判断すると、史光は自分の郷里の風景として「竹」
には深いなじみがあった。だから、実録をもとにした講談の中で、とりわ
け、この「旗本内田米倉争論の事」「米倉内田争闘の事」に惹かれたので
はないだろうか。
　ともあれ、わたくしの研究ではこの戯曲「血みどろ月」の基になった実
録を明らかにすることはできたが、実録をもとにした講談の話があるはず
であり、史光はおそらく、その講談話の方を読んでこの戯曲を作ったもの
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と考えることができる。
　「彦左衛門功蹟之記」という実録のことを手がかりとしていうと、大久
保彦左衛門に関する講談本の中から見つけたのではなかろうか。ちなみに、
この戯曲「血みどろ月」及び実録「旗本内田米倉争論の事」「米倉内田争
闘の事」に登場する人物の中に、彦兵衛と称する人物はいるが、彦左衛門
は登場しない。彦兵衛と彦左衛門はもちろん、別人物である。しかし、名
前はどことなく、似ている。また、実録の方では彦兵衛は米倉伝五郎の老
母の弟という設定で、半弓を好むとなっているが、史光の戯曲では彦兵衛
は米倉伝五郎の家に仕える老人（七十三才）で、半弓を好むと設定されて
いる。史光の戯曲では米倉伝五郎の母は「六十二、三才」と設定されてい
る。要するに、史光の戯曲では彦兵衛が伝五郎の母より年老いているとい
う設定である。いずれにしても、この彦兵衛という人物が、「大久保彦左
衛門ならぬ大久保彦左衛門」（じっさいの大久保彦左衛門ではないが彼に
似た人物）として機能しているのではないだろうか。それが、わたくしの
見方である。
⑼　史光の戯曲作品リスト及び雑誌『真
まさご
砂』掲載作品リスト
　霜田史光の戯曲作品リストを掲げると、次のようになる。
「三人漁師の子」（＊童謡劇）『芸術教育』大正12年７月
「油屋与兵衛の夢」『真砂』第２年第11号　大正13年11月
「未来の女」（＊抒情劇）『真砂』大正14年３月、４月（全２回）
　また、雑誌『真砂』掲載作品リスト（＊戯曲作品を除く）を掲げると、
次のようになる。
詩「夜の虫」２年９号　大正13年９月
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詩「恋の幽霊」２年12号　大正13年12月
詩「廃都」３年６号　大正14年６月
詩「どよめき」４年２号　大正15年２月
随筆「僕の文学青年時代」４年３号　大正15年３月
　ここで『真砂』という雑誌（＊写真②a②b）について、少し記しておく。
わたくしが『真砂』の存在を知ったのは、乙骨明夫氏の論考「民謡詩人　
霜田史光」（『国文白百合』第17号　1986年３月）である。この中で、乙骨
氏は『真砂』に掲載された霜田史光の幾つかの作品を紹介していた。わた
くしはそれまで『真砂』という雑誌の存在を知らなかったので驚くと同時
に、それをぜひ見てみたいと思った。それから、しばらく時間が過ぎて、
わたくしはある古書店の目録でそれを見つけることができ、やっとそれを
手にしてみることができた。
　その後、日本近代文学館編『日本近代文学大事典　第五巻＝新聞・雑誌』
（講談社　昭和52年11月）で「真砂」（執筆・栗坪良樹）の項目を見つけた。
写真②b写真②a
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栗坪氏の記述を尊重しながら、わたくしの記述を加えて解説すると、次の
ようになる。
　雑誌『真砂』は一般人の投稿を主とした文芸雑誌である。発行所は真砂
社、その住所は東京市本郷区春木町３丁目６番地。これは発行者小野田益
三の住所。つまり、自宅を『真砂』の発行所としている。創刊は大正12年
（一九二三）であるのは確かであるが、何月かが分からない。大正12年９
月に関東大震災が起こるから、それ以前であろう。わたくしが見た最初の
号は第２年第１号（大正13年１月）で、その編集雑記に編集・発行者の小
野田益三（号は南
なんめい
茗）が「震災のために打ちのめされた」と書いているか
ら、創刊後、ほどなく大震災に遭遇したと考えることができる。
　終刊は大正15年（一九二六）11月である。第２年次（大正13年）の前半
は編集者の小野田が早稲田大学の英文科出身であることから、早稲田大学
英文科関係の尾島庄太郎（＊雑誌では尾島晶太郎）、中山義秀（＊雑誌で
は中山議秀）らが執筆し、同年次の後半からは白鳥省吾・福田正夫・百田
宗治ら民衆詩派の詩人が作品を発表する。白鳥省吾はやはり早稲田大学英
文科の出身であったから、小野田との関係が深かったのであろう。そして、
霜田史光は民衆詩派の詩人というのでもなかったが、白鳥省吾とのつなが
り、また、小野田と近い所に住んでいた（注５）などの関係で、『真砂』には
詩をはじめとして、戯曲・随筆など、比較的多くの作品を発表している。
　『真砂』は当時、盛んになりつつあった一般市民の文芸創作熱を吸い上
げる形で創刊された雑誌であるが、編集者としてはまず、雑誌としての格
を上げるため、「大家」はともかくとして、「中堅作家・詩人」の寄稿を求
めた。そうした編集意図に基づき、白鳥省吾・福田正夫・百田宗治、そし
て、霜田史光らが『真砂』に登場したのである。それは誌面の編集の仕方
によく表れている。具体的には、客員としての彼らの詩原稿は活字では大
きく一段に組まれているが、他の投稿者の作品は二段、もしくは三段に組
まれている。さらに、これは推測でしかないが、客員としての執筆者には
原稿料が支払われたのではないだろうか。それでなければ、彼らとて、こ
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んなにたびたび原稿を書かなかったであろう。
　しかし、『真砂』はだんだん、力を失っていく。大正時代の終焉ととも
に文芸熱が後退していったというのではない。大正時代の末から昭和時代
の初めにかけて、いろんな文芸雑誌が出てきて、このような投稿雑誌の競
争が激化していったのである。雑誌の判型を菊判から菊半の判型に変えて
いく。小野田は菊判の『真砂』を第４年第11号（大正15年11月）で一応閉
じる。しかし、その前の大正15年２月から『真砂』のほかに、菊半の小雑
誌『ささやき』を第１年第１号（大正15年２月）第１年第２号（大正15年
３月）と発行している。『ささやき』は『真砂』の姉妹誌と位置づけているが、
その中身は投稿作品で占められており、「中堅」「大家」の執筆がなく、ほ
とんど投稿者の発表意欲を満たすもので、今日評価するに値する作品を見
つけるのは困難である。
　昭和時代に入って小野田は二種類の単行本形式の発行を考え、実行する。
一つは160ページから260ページの間の厚さの文芸作品選集である。これは
『文芸真砂第一編　一番鶏は鳴く』（昭和２年３月　全258ページ）『文芸真
砂第二編　新緑を呼ぶ』（昭和２年７月　全162ページ）『文芸真砂第三編
　地表の秋』（昭和３年１月　全160ページ）の３冊を刊行した。もう一つ
は50ページから80ページの間の厚さの文芸作品選集である。これは『真砂
叢書一　緑陰』（昭和２年７月　全78ページ）『真砂叢書二　秋の表情』（昭
和２年11月　全52ページ）の２冊を刊行した。判型は『文芸真砂』『真砂
叢書』ともに菊半である。こうして、大正12年（一九二三）から始まった
小野田益三の文芸雑誌の編集・発行者としての仕事は、昭和３年（一九二八）
で、いちおう終結する。
　霜田史光は昭和３年（一九二八）、まだ死んではいないが、貧窮の苦し
い生活を送っていた。その時、白鳥省吾や小野田益三が雑誌『真砂』を介
して救いの手を差し伸べてくれたというのは、当時の文士（小説家・詩人）
仲間の厚い志をうかがわせる美談といえる。
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⑽　童話「額を打たれた西行法師」の典拠と人物名の訂正
　霜田史光の童話「額を打たれた西行法師」は、『金の星』大正13年２月
号に発表された。この作品は拙著『霜田史光　　作品と研究　　』（和泉
書院　2003年11月）に収録したので、比較的容易に読むことができる。
　この作品「額を打たれた西行法師」は、布教奨学研究会の著書『仏教史
談　西行法師』（森江書店　明治43年６月＊写真③）の「第三席　天竜川」
に載っている逸話と、ほぼ同様である。
　また、西行法師に関する話は、昔から多く伝わっている。鎌倉時代の中
期から伝わっている「西行一生涯草紙」というものがあり、それを基にし
て正保三年（1646）版の流布本「西行物語」がある。他に、「西行物語絵巻」
という絵巻物もある。
　高橋貞一の編になる『文芸文庫　西行物語』（勉誠社＊日本古典文学８
昭和58年４月）に収められている「西行一生涯草紙」「西行物語」をみると、
確かに、この天竜川での逸話が載っ
ている。しかし、その記述はきわめ
て簡潔である。しかも、西行と共に
いた法師は、「西行一生涯草紙」「西
行物語」いずれも、「共に具したる
入道」（「西行一生涯草紙」）「供なり
ける入道」（「西行物語」）としてあり、
その名は具体的に記されていない。
　しかし、『仏教史談　西行法師』
では、西行の供をした法師の名は「西
往（さいわう＊旧仮名遣い）」と、はっ
きり記されている。
　霜田史光の童話作品「額を打たれ
た西行法師」をわたくしが見た『金 写真③
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の星』大正13年２月号では、その法師の名は「西住（さいぢゆう）」と記
されていた。それゆえ、現代表記にする時、「西住（さいじゅう）」とした。
　史光の原稿がどうであったか詳らかにしないが、西行の従者に実在の人
物として「西往（さいおう＊現代仮名遣い）」がいたとするなら、ここは
やはり、「西住（さいじゅう）」でなく、「西往（さいおう）」と改めるべき
である。
注
⑴　実録は実録物、実録本、実録体小説ともいう。江戸時代の読物の一つ。多くは
講談の丸本を整理したものであり、事実に空想を交えて実際の記録のような体
裁に作ったもの。評定物（訴訟に関する相談・会議・議決）・仇討物・裁き物・
出世武勇伝・白浪物（盗賊を主人公とする）・任侠物（任侠を旨として渡世す
る人々、男伊達）などに分けられる。出世武勇伝としての「真書　太閤記」、
裁き物としての「大岡政談」などが有名。
⑵　「旗本内田米倉争論の事」と「米倉内田争闘の事」は、話の長短に差はあるが、
話の中身はほぼ同じである。よって、ここでは米倉内田争論（争闘）の話と一
括して梗概を記した。
⑶　霜田史光「夢の国」　『金の船』大正11年３月、４月。拙著『霜田史光　　作品
と研究　　』（和泉書院　2003年11月）所収。
⑷　中村徳吉の談話　拙著『評伝　霜田史光』（日本図書センター　2003年９月）
124ページ参照。
⑸　『真砂』の編集・発行者である小野田益三の住所は東京市本郷区春木町３丁目
６番地。白鳥省吾の住所は昭和３年の詩人協会編『詩人年鑑　１９２８』（ア
ルス　昭和３年６月）所収「詩人住所録」に「東京府高田町雑司ケ谷亀原
六一」、また、霜田史光の住所は同前『詩人年鑑　１９２８』「詩人住所録」に
「東京府高田町雑司ケ谷亀原五九」とある。白鳥・霜田と小野田との間には幾
らか隔たりはあるが、白鳥と霜田はまったく、目と鼻の間とも言えるような近
くに住んでいたのである。詩人同士の仲間意識から白鳥が小野田に史光を紹介
したと考えることができる。また、霜田史光は詩史のこれまでの通説からすれ
ば、いわゆる「民衆詩派」の詩人ではないが、当時の「新民謡」など、民衆と
詩を近づける考えを強く持っており、さらに、そのための運動なども起こして
いたので、白鳥省吾、福田正夫、百田宗治らと近い詩観の持ち主であったと言
うことができる。
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竹　長　吉　正
添付写真
写真①a①b　「血みどろ月」の原稿
　　②a②b　『真砂』という雑誌
　　③　『仏教史談　西行法師』（森江書店　明治43年６月）
（本学教育学部教授）
